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今年がよりよい年になりますように 

校長 福田 洋一 

 

 

新しい年令和３年、2021 年が始まりました。皆様あけましておめでとうございます。皆様それぞれにどんな思

いで、新しい年を迎えられたでしょうか。私は毎年１月中に行っていた初詣を年末にすませました。同様のお考

えをもつ方がいたようで、新年ほどではありませんが、けっこうな人出でした。 

 

振り返れば昨年の今頃、新型コロナウイルスの話は、遠い外国で発生している、まだまだ自分事ではないもの

でした。それから１年、私たちの生活や生活様式、国の根幹にまで大きなそして深刻な影響を与える存在になっ

てしまった事は、今さら述べるまでもありません。それでも、海外からは、新型コロナワクチンの接種が一部の

国で始まったという報道もありました。ワクチンが全てを解決してくれるわけではありませんし、ワクチンその

ものにもまだまだ課題はありそうですが、この先に光を感じる話題ではあります。「三密を避ける」という考え方

も、日本発として欧米に広がりつつあるようです。学校もこれまで行ってきた感染防止対策を緩めることなく行

ってまいります。 

 

さて、昨年１２月６日に日本の人工衛星「はやぶさ 2」が６年間の歳月を経て戻り、無事小惑星「リュウグウ」

の砂の入ったカプセルを無事地球に届けることに成功しました。このニュースは、多くの人々の心を熱くしてく

れました。私は、この「はやぶさ 2」の快挙にもちろん喜びを感じましたが、カプセルを投下した「はやぶさ 2」

が故郷である地球に着陸することなく、そのまま火星近くに存在する別の小惑星の調査に向けて 11 年間、距離

にして 100 億キロの旅に出たということに、不思議な感動を得ました。もう「はやぶさ 2」は、つぎのミッショ

ンに向け、休む間もなく地球に別れを告げてどんどん遠ざかっているのです。11 年間にわたる再度の宇宙の旅。

次に「はやぶさ 2」が地球に戻った時、自分は何をしているだろうか・・・。やはり宇宙は壮大なロマンです。 

 

 

人類と新型コロナとの闘いはまだしばらく続きそうです。それでも令和 3 年、2021 年が少しでも私たち地球

に生きる者にとってより良い年となることを、心の底から願っています。 

 

本年も、どうぞよろしくお願いいたします。 
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